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③在宅勤務に係る労働条件及び服務規律

○

点

期限内に提出していない場合:-50点

⑤短時間勤務に係る労働条件

⑥時差出勤制度に係る労働条件

点

1事例以上ある場合:10点
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○

5 点
（※）８項目の合計点に応じた点数 （注1）5以上:15点、4～3：5点、2点以下：0点

点数

労働時間 5点 20点 30点 40点 55点 65点 80点 90点

生産活動 ⁻20点 ⁻10点 20点 40点 50点 60点 合計

多様な働き方 0点 5点 15点

支援力向上 0点 5点 15点

地域連携活動 0点 10点 点

経営改善計画 0点 ⁻50点

0点 10点

⑦有給休暇の時間単位取得又は計画的付与制度

⑧傷病休暇等の取得に関する事項

⑥ピアサポーターの配置

⑦第三者評価

⑧国際標準化規格が定めた規格等の認証等

①免許・資格取得、検定の受検勧奨に関する制度

②利用者を職員として登用する制度

　　　　　就業規則等で定めている

（Ⅶ）利用者の知識・能力向上

　　　　　就業規則等で定めている 前年度において、就労継続支援Ａ型事業所等が利用者の知識及び能
力の向上に向けた支援を行い、当該支援の具体的な内容を記載した
報告書を作成し、インターネットの利用その他の方法により公表し
ている。

○ 10

　　　　　就業規則等で定めている

⑥過去３年の生産活動収支がいずれも当該各年度に利用者に支
払う賃金の総額未満

　

①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会

②研修、学会等又は学会誌等において発表

③視察・実習の実施又は受け入れ

④販路拡大の商談会等への参加

⑤職員の人事評価制度

　　　 いずれか一方のみの取組を行っている

／２００点

利用者の知識・
能力向上

155

　　　　　就業規則等で定めている

　　　　　就業規則等で定めている

小計（注1）

項目

15

　　　　　就業規則等で定めている

　　　　　就業規則等で定めている （Ⅵ）経営改善計画

経営改善計画の提出を求められていない。または、経営改善計画の
提出を求められているが、指定された期日までに提出している。

○ 0　　　　　就業規則等で定めている

④フレックスタイム制に係る労働条件

①60点 ②50点 ③40点 ④20点 ⑤－10点 ⑥－20点 （Ⅴ）地域連携活動

（Ⅲ）多様な働き方（※）
地域の事業者と連携した付加価値の高い商品開発、企業や官公庁等
での生産活動等地域社会と連携した活動を行い、その結果をイン
ターネット等により公表している

○ 10

⑤過去３年の生産活動収支のうち前年度及び前々年度の各年度
における生産活動収支がいずれも当該各年度に利用者に支払う
賃金の総額未満

　　　都道府県知事が適当と認める国際標準化規格が定めた
　　　規格その他これに準ずるものの認証を受けている

小計（注2）

（Ⅱ）生産活動 　　　人事評価結果に基づき定期に昇給を判定する
　　　制度を設け、全ての職員に周知している

○

①過去３年の生産活動収支がそれぞれ当該各年度に利用者に支
払う賃金の総額以上

　

40

③過去３年の生産活動収支のうち前年度における生産活動収支
のみが前年度に利用者に支払う賃金の総額以上

○
　　　過去３年以内の福祉サービス第三者評価を
　　　受審しており、結果を公表している。

②過去３年の生産活動収支のうち前年度及び前々年度の各年度
における生産活動収支がそれぞれ当該各年度に利用者に支払う
賃金の総額以上

　 　　　ピアサポーターを職員として配置している ○

④過去３年の生産活動収支のうち前々年度における生産活動収
支のみが前々年度に利用者に支払う賃金の総額以上

⑧1日の平均労働時間が２時間未満 　　　１回以上の場合

①90点 ②80点 ③65点 ④55 点 ⑤40点 ⑥30点 ⑦20点 ⑧5点

⑦1日の平均労働時間が２時間以上３時間未満

（Ⅰ）労働時間 （Ⅳ）　支援力向上（※）

①1日の平均労働時間が７時間以上

65

15

②1日の平均労働時間が６時間以上７時間未満 　　　参加した職員が１人以上参加している

③1日の平均労働時間が５時間以上６時間未満

④1日の平均労働時間が４時間30分以上５時間未満 　　　１回以上の場合

⑤1日の平均労働時間が４時間以上４時間30分未満

⑥1日の平均労働時間が３時間以上４時間未満

住　所 大阪府大阪市谷町3丁目1番9号　MG大手前ビル2階 管理者名 住吉　健太郎

電話番号 06-6948-5435 対象年度 令和5年度

様式２－１

令和6

就労継続支援Ａ型事業所におけるスコア表（全体）

事業所名 株式会社リベラーラ 事業所番号 2719402717









2023 年 10 月 19 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所 マイドームおおさか 1階~３階展示場 活動の様子の写真

実施日程 2022年11月16日(水)13:30~16:30

2022年11月17日(木)10:30~15:00

活動目的

＜目的＞

活動のねらい

事業所にとってのメリット

対象者にとってのメリット 活動内容の追加コメント

＜成果＞

実施した結果

得られた成果

課題点

今後の支援力強化に向けた課題

販路拡大の商談会等への参加

就労継続支援Ａ型事業所における販路拡大に向けた商談会参加報告

事業所名 株式会社リベラーラ 事業所番号 2719402717

住　所 大阪市中央区谷町3丁目1-9　ＭＧ大手前ビル2階 管理者名 住吉　健太郎

電話番号 06-6948-5435 対象年度 令和5年度

今回の大阪勧業展は、昨年度（340社）より、360企業・団体

が出展し、しかもそのうち約4割が新規での出展となるとの事

で、新規での外部委託業務の創出及び既存の業務の効率化、簡

素化を図るための知見を得る事を期待して商談会に参加した。

本事業所の主要な活動である動画、デザイン、プログ

ラミングを他社の業務連携、協力を図る。

また、本事業所で扱っているプログラムの見直しや外

注先の新規開拓を想像する。

新規顧客開拓、業務の効率化

本事業所を知ることにより、

新たな外部委託先の創出と新規顧客獲得につながる。

様々な企業が出展していたので、デザインやプログラミングの

ブースだけでなく、昨年にはなかった食品関連のブースも伺う

ことができた。昨年も参加させて頂いたが、コロナ禍からの回

復の兆しが見える形で産業全体としての盛り上がりを感じるこ

とができた。新規企業も多く、そういった企業に対して生で意

見を交換できる場があるという事は非常にありがたい事と感じ

た。

最先端の技術や印刷、デザイン技術及びHP作成等にお

ける意見交換。

企業ごとに抱えている課題は様々であり、本事業所でのス

キルや技術での委託は十分可能であることも分かった。今

回の狙いとは逸れるが、特に共通して事として人材の獲

得、育成が大きな課題として存在することが分かった。

システムにおける安全性の確保や業務成果物の納期等解決すべき課題

の抽出も行うことができた。

販路拡大に向けた企業等の意見または評価

参加していた企業と意見交換を行うことによって、弊社でのシステムや納期等解決すべき課題も多く存在するこ

とも分かった。特に納期に関しては、期限を多めに取っておく事や、同一案件に対して複数人での対処を行うな

ど課題点克服に向けた提案を相手企業から貰うこともできた。今回の商談会の内容を利用者と共有することに

よって利用者のモチベーションの向上や課題克服のための立案など業務における活力を得る事ができた。

出展している企業の中には、自社での広告やHP作成が苦手という企業も散見された。そういった企業の中で、

障害福祉に取り組んでいる弊社にて外部委託としてチラシやHP作成について考えてみたいという企業もあっ

た。デザインや広告、HP作成を業務として取り組んでいく中で、自身でもブースを設けてみるのも良いのでは

ないかと感じた。ただし、弊社の強みや弱みといった部分をさらに分析し、納期や作業の継続性等の弱みをどう

克服するか、またデザイン性や斬新なHPの創出といった強みをどのようにアピールするかについて検討をする

必要を感じた。

企業名 株式会社コンフォート 担当者名 武田　真司

様式１



2023 年 9 月 22 日

＜活動内容＞ ＜視察の様子＞

視察場所 テックエキスパート 活動の様子

実施日程 令和5年9月22日（金）

15:00～

参加者数　等

小川一也・山路加奈子（テックエキスパート） 成果物の写真

小西佑一・辻川潤一（リベラ―ラ）

＜目的＞

他地域での事業活動見学

今後の事業活動にとってのメリット

＜成果＞ 活動内容の追加コメント

実施した結果

得られた成果

課題点

視察した結果に対する意見または評価

今後の事業強化に向けて

住　所 大阪府高槻市上田辺町1-30　大阪住宅ビル5階 管理者名 砂田　裕章

他の就労継続支援Ａ型事業所における視察実施状況報告書

事業所名 就労継続支援A型事業所　テックエキスパート 事業所番号 2710902079

連携先の企業等の意見または評価

電話番号 072-681-0122 対象年度 令和5年度

視察・見学の概要

実際に利用者が作業されている現場の様子も見学させ

て頂いた。事業所の取り組みについてサブマネー

ジャーの小川一也様とサービス管理責任者の山路加奈

子様から説明をお聞きした。パソコン事業の取り組み

について、業務の内容や提携先との連携についてどう

いった取り組みをなされているかについて詳しく伺う

事ができた。

利用者の受け入れまでの体験事業や業務内容、実際に提携されている外部

企業との連携について学ぶことができた。

受け入れの際の体験事業（1週間利用）や生産活動収入

を維持するための業務内容など参考となる部分が多く

あった。

就労継続支援A型事業所・就労継続支援B型事業所・就労移行支援事業所

の併用による事業所にて事業展開されており、A型事業は主にパソコンを

使用してのデータ入力や給与計算（社労士事務所と提携）などのパソコン

業務を行っておられた。またパソコン教室やパソコン・スマホ修理、子ど

もプログラミング教室などもあわせて事業を行われていた。

生産活動収入を上げていく為の業務内容について確認

させて頂き、提携先企業など参考になった。

在宅利用はほとんどなく、現在の利用者は通所で対応

されているが、利用者の特性やニーズによって、今後

受け入れ体制を工夫していきたいとの事。

利用者様の契約に至るまでの経緯についての違いや業務内容、提携先企業についての情報を共有することができた。就労継続支援事業所

の事業運営に関して意見交換もできたので、今後も事業所間の交流を増やしていきたい。

過去の在宅利用での受け入れについて、利用者の出席率や生産性の維持、連携の方法などでうまくいかなかった経緯があるが、他事業所

を参考に対応について再検討していきたい。また、提携先企業の情報共有を行い、どういった業種で就労継続支援事業所の需要があるか

を把握し、アプローチしていきたい。

連携先企業名 株式会社　テックエキスパート 担当者名 小川　一也

様式１
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